8. 公共哲学が論考する社会の諸領域：政治、経済、メディアなど
政治…権力と権利、人権の問題

　　権力の正統性(legitimacy)

　　　　権力…人々によって承認された権威

　　　　M.ウェーバー『職業としての政治』(1919)

伝統的支配→カリスマ的支配→合法的支配

現代において、権力の正統性は法にある

　　　　法の正統性はどこにあるのか？

　　　　　　ハーバーマス　人々の合意(コンセンサス)

　　　　　　　　　　　　　民主主義国家において、法は人々の合意に基づく

　　EU、NPO、国連の正統性

　　　　ガバナンス(共治)　　　　　　　　　　　　　　　　　⇔ガバメント(統治)
　　　　　　NGO、NPOの台頭

　　　　　　国連においてオブザーバーからパートナーに

　　　　　　政府以外の機関が担う公共性

　　私企業のCSR…企業の社会的責任

単なるコンプライアンスではなく、積極的な社会貢献を求める

グローバル・コンパクト…当時の国連事務総長アナンが企業に提唱

　　　　　　　　　　　　環境、労働、人権、腐敗防止を守る

　　　　　　　　　　　　守れない場所で活動をしない

経済…経世済民の思想の再生を
　　もはや単なるマーケットエコノミーではない

　　商品の公共性　　cf. リコール、偽装表示問題など
　　企業をどのように評価するかが公共性と関わる

　　アカウンタビリティー(説明責任)…自分がどのような状態であるかを公開すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　虚偽が許されない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業のみならず、公共社会一般で重要
　　stakeholder(ステークホルダー)　利害関係者(担い手)

　　　　企業におけるステークホルダーとは、株主だけではない

　　　　従業員や下請けの関連企業、顧客、地域住民なども利害を共有している

メディア(Media：媒体)

　　公共性が問題となったのは、政治や経済だけではなく、メディアや教育の現場

　　W.リップマン『世論』(1922)　public opinion

　　　　第一次大戦の経験から世論はだまされていると警告を発した

　　　　擬似環境　ある環境をつくりだして、それにのせてしまう

　　　　　　　　　ex.アンケート調査ではすでに争点が用意されている

　　　　ステレオタイプ

　　『幻の公衆』(1925)

　　　　情報を持つ人と持たない人のギャップを指摘

　　　　情報を持つ人は持たない人を簡単に操作できてしまう

　　　　情報を持つ人はどんどん情報を公開していくべき　いい意味でのエリート主義

　　　⇔デューイ　“The Public and its Problems”(1927)

環境は教育によって変えられる

9. グローカル公共哲学の構想：グローバリズムとローカリズムを超えて

グローバル化

　　1989　ベルリンの壁崩壊→冷戦体制崩壊

　　1990年代～　グローバル化

　　　　しかし、湾岸戦争、ボスニア紛争、9.11、イラク戦争など争いが絶えない

　　世界はアメリカ主導へ
IMF、世銀、WTO…ワシントンコンセンサス

アメリカ大統領の政策が世界情勢を決めるのに、その選挙がアメリカ国民のみにゆだねられている問題
　　Global Public Goods　地球的公共財(善)
　　　　自然共有財…オゾン層、大気、気象　　cf. 京都議定書、グリーンニューディール

　　　　人為的共有財…共通規範、科学的知識、インターネット　　cf. 世界人権規約

　　　　政策の所産…平和、健康、金融の安定など　　cf. 人間の安全保障(human security)

　　⇔Global Public Bads　地球的公共悪(負の財)

　　　　地球温暖化、人権侵害、金融危機＝Global Issues

　　Global Issuesを誰が解決するのか

　　　　国連　←Legitimacy(正統性)の問題

　　　　　　　　国内の政府ならば、正統性は選挙や世論により保証されている

　　　　　　　　第二次大戦戦勝国の理論でつくられた組織に正統性はあるか？

反グローバル化、代替的グローバル化(オルタナティブグローバライゼーション)
　　世界経済フォーラム vs. 世界社会フォーラム
　　　　世界経済フォーラム…政界人、財界人により構成

　　　　　　　　　　　　　　グローバル化を推進し、それによる諸問題を解決する
　　　　　　　　　　　　　　最近は、トービン税などの国際レベルでの税は可能か議論

　　　　世界社会フォーラム…NGO、NPO、左翼活動家
　　　　　　　　　　　　　　グローバル化に反対

　　　　　　　　　　　　　　代替的グローバル化を主張「もう一つの世界は可能だ」
　　アマルティア・セン、スティグリッツ

　　　　…グローバル化自体は間違いではない　方法を変えるべき

　　　　　その帰結として恩恵を受けるものとそうでないものができるのが問題

　　　　　公正なグローバル化が求められている

Global Justiceはありうるか？

　　ロールズ…否定　Global Justiceを実現しようとすると戦争になる

　　トマス・ポッゲ…肯定　資源は偶然であるから、その不平等の是正は当然

Glocal

　　Local(地域の、現場の)　←多様性

　　Global(地球規模の)　　 ←普遍性

　　　　地域や現場の多様性をふまえつつ、地球規模の普遍的問題を考える視座

「自己—他者—公共世界理解」

　　相互作用的社会理解

　　自己の理解と、他者、公共社会の理解は切り離せない

多次元的「自己—他者—公共世界理解」

　　Multiple Identity

　　　　地球市民的自己　　地球市民は制度化されていない。意識の上でということ

　　　　国民的自己

　　　　地域住民的自己

　　　　組織の一員としての自己

　　citizenship　市民権、市民性　　多文化的citizenshipの問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　world citizenshipはありうるか？

文化や歴史の多様性

　　文化帝国主義…かつてのヨーロッパ諸国のイデオロギー

　　　　　　　　　言語の多様性の問題　　英語の席巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多様性は保障されるべきだがコストがかかる

　　文化的相対主義…全てが相対化されてしまい、規範がなくなってしまう

　　　　　　　　　　特に政治と結びつくと、人権の侵害が正当化されてしまう危険性

10. 課題：「現状分析＝ある論、規範論＝べき論、政策論＝できる論」の統合

公共哲学の方法論

　　ある論…現状分析

　　べき論…規範論(望ましいビジョン)　 学際的統合
　　できる論…政策論

　　理想と現実は二項対立でとらえるべきでない　　ミックスされるべき

　　　　理想的現実主義、現実的理想主義はありうる

　　　　単なる理想主義…観念論

　　　　単なる現実主義…シニシズム、追随主義

ロバート・ベラー『心の習慣』

　　公共哲学としての社会科学

　　　　学者の世界だけに閉じこもるような社会科学を問題視

　　　　一般市民に研究成果をフィードバックさせるべき

　　　　学問のstakeholderとは？

public issuesにどのようにコミットするか？どのように解決するか？という問題と結びついている

福祉の公共哲学　　　　　環境の公共哲学

メディアの公共哲学　　　教育の公共哲学　学校…子供が公共世界を体験する場

経済の公共哲学　　　　　行政の公共哲学

宗教の公共哲学　教義の違いにもかかわらず、Global Public Goodsのために手を結ぶ
　　　　　　　　原理主義と公共哲学は相容れない　公共哲学においてはどこまでも対話

公共哲学は一つのイデオロギーのもとに成り立つものではない

多様なイデオロギーが同じフィールドで語ることができるようにする

試験について

・記述

・試験時間は90分

・５問　各問10行以内

・授業の内容からの出題(授業でやって教科書に書いてあることはでるよ。授業でやって教科書に書いてないことも出るよ。でも授業でやらなくて教科書には書いてあることはでないよ。)

問題の形式

1. 古典的公共哲学について　４つの中から２つ選択

2. 現代的公共哲学について　５つの中から２つ選択

3. 一般的な問い１つ

１問につき10行以内で答える　１問20点







